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・今年度は市内在住の生徒が比・今年度は市
内在住の生徒が比較的多い状況であるが、例
年は三重県内のみならず、愛知県、岐阜県、
滋賀県など県外から通学する生徒も多い。較
的多い状況であるが、例年は三重県内のみな
らず、愛知県、岐阜県、滋賀県など県外から
通学する生徒も多い。
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次期計画

R６年度～ ５年間

前期基本計画 ４年間 後期基本計画 ４年間

次期計画現計画

現計画
R４年度～５年間

見直し

（１）計画の目標 （地域公共交通体系の目標像）
「身近な地域公共交通を活用して、誰もが自由に移動できるまち」

（２）地域公共交通に関する基本的な方針 （５つの基本方針）
①子どもから高齢者まで自由に移動できる、利用しやすく、分かりやすい地域公共交通の実現
②鉄道駅を中心に都市拠点と居住地を結ぶ、まちづくりと連動した地域公共交通ﾈｯﾄﾜｰｸの実現
③地域の利用者ﾆｰｽﾞを踏まえた、地域公共交通の最適化による効率的な交通ｻｰﾋﾞｽの提供
④ﾃﾞｼﾞﾀﾙ化やﾆｭｰﾉｰﾏﾙにも対応できる、新たな利用環境の整備と利便性の高い公共交通の構築
⑤持続可能な地域公共交通の実現に向けた、地域と共に考える利用促進策の展開

（３）公共交通ごとの役割・位置付け （行政、交通事業者、市民・団体それぞれの役割）
（４）公共交通の機能分類とｻｰﾋﾞｽ水準の決定の考え方
（鉄道/幹線的ﾊﾞｽ/地域生活ﾊﾞｽ/乗合ﾀｸｼｰ/民間ﾀｸｼｰ）

（５）公共交通維持確保改善の考え方 （公共交通ごとの改善方針）
（６）数値目標 （利用者総数、平均乗車人員数、収支率、年間実質負担額等８つの目標値）

第１章計画策定の趣旨
（１）計画策定の背景と目的
（２）計画期間
（３）計画対象
（４）計画の位置付け

第２章亀山市の概況
（１）地域特性
（２）人口動態
（３）施設立地等の状況等

第３章本市の地域公共交通の現状と課題
（１）公共交通の現状
（２）自家用乗用車保有台数等の状況
（３）その他輸送の現状
（４）市民意向の現状・人流分析
（５）地域公共交通の取組状況と課題

第４章地域公共交通に関する基本的な方針
（１）計画目標
（２）地域公共交通に関する基本的な方針
（３）計画目標を実現するための施策

第５章関連施策の推進に向け実施する事業
及び目標指標

（１）関連施策の推進に向けた実施事業
（２）ＫＰＩ・目標値の設定

第６章 計画管理
（１）計画マネジメントの在り方と評価基準
（２）推進体制

現計画期間内（５年間）における
施策・事業の達成状況、
外部環境の変化、
新たな課題側面 等

〇地域公共交通利用の伸び悩み
〇在来線の赤字ローカル線としての情報開示
〇評価基準を下回る路線や達成水準が低い事業の存在
〇都市拠点と居住地とのﾈｯﾄﾜｰｸの脆弱性
〇物価高騰・人件費上昇による財政負担の増嵩
〇市民満足度の低さが継続
〇改善に対する市民要望・地域要望の広がり
〇市民ﾆｰｽﾞと輸送ｻｰﾋﾞｽとのﾐｽﾏｯﾁ
〇市の最上位計画が改定
〇国等の交通空白対策の加速化
〇公共ﾗｲﾄﾞｼｪｱ等の新たな輸送ｻｰﾋﾞｽの全国的な動き
〇交通事業者の経営環境の厳しさ
〇乗用車移動・マイカー依存体質の進行
〇地域住民・交通事業者・行政の三位一体の取組の
必要性の高まり など

5年間 4年間
（検討中）

計画骨格の草案
（現在検討中）

施策①情報提供と公共交通ＰＲ活動⇒実施事業２
施策②路線バスの運行・維持・再編⇒実施事業２
施策③地域公共交通の最適化⇒実施事業５
施策④新たな利用環境整備⇒実施事業３
施策⑤公共交通利用促進⇒実施事業６ （計１８事業）

◆維持基準＝１便当たりの平均乗車人員 ３．０人/便・日
◆見直し（改善）基準＝平日１日当たりの停留所別乗降者数 ５．０人/日以上
PDCAサイクルにより、原則、毎年度評価を実施（ネットワーク全体の評価は計画最終年度に実施）
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